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議事に先立ち、今回会議の議事進行は河野タスクフォース・リーダーより事務局に託された。　
４．議事概要　
４－１．第３回国際連携タスクフォース議事録の確認　
・第３回国際連携タスクフォース議事録（国際連携2012-4-02）の内容を確認した。
４－２．国連ESCAP APTFF/UNNExT会議報告
・2012年10月29日の週にスリランカ コロンボにおいて開催された国連ESCAPによる会議の概要を、資料（国際連携2012-4-03）により事務局が報告した。
４－２－１．UNNExTアドバイザリ委員会第3回会議
・電子取引（Paperless Trade）と貿易のシングルウィンドウを、国際標準に基づきアジア太平洋地域の主に発展途上国に促進するため、国連ESCAP と国連ECE が協力して2009年に発足したUNNExT (United Nation Network of Expert on Paperless Trade in Asia and the Pacific：国連アジア太平洋電子取引専門家ネットワーク)グループの第3回アドバイザリ委員会において行われた「UNNExT活動評価」および「UNNExT 2013年活動方針」についての協議内容を、事務局が説明した。
・当件に関連するESCAP対応としては、日本では外務省の国際協力局が窓口になっているが、具体的な活動は見られない。JASTPROを通じ財務省関税局経由の協力を得られるよう打診などを行っている。　
４－２－２．国連ESCAP APTFF会議　
・アジア太平洋地域の貿易手続簡易化と電子化を促進するため、国連ESCAPとアジア開発銀行の協賛により開催された第4回APTFF（Asia-Pacific Trade Facilitation Forum）に、ESCAP加盟国のうち約40ヵ国と域外も含む国際機関等から約320名の参加者があり、「貿易手続、電子取引および国境を越えた接続性のための政府・民間の協力強化」をテーマとして今回行われた下記４つのセッションの概要を、事務局が報告した。　次回のAPTFFは、中国 北京において2013年9月に開催の予定。
セッション１：　中小企業のためのグローバル電子取引

セッション２：　地域別セッション

セッション３：　地域内相互運用性

セッション４：　地域別セッション総括

４－２－３．国際貿易電子取引に関する専門家会議
・2012年6月の国連ESCAPコミッション会議において採択された決議68/3（アジア太平洋域内の持続可能な貿易手続簡易化のための電子取引と国境を越えた電子データ／電子文書の認証の実現）に関わる地域協定（Regional Arrangement）のドラフト文書に関する専門家レビュー会議が行われたことを事務局が報告し、原案の主要項目および審議において出された意見について説明を行った。
・強制力のあるAgreementにするか、柔軟性のあるArrangementにするかが審議の焦点になった際に、内容から見てRecommendation（勧告）とすることが相応しいとの意見表明を専門家会議にて行った。
・当件はSIPSと直接関係してはいないが、アジアにおける動きを知り、シングルウィンドウシステムの相互運用性の推進等は企業が望むものであるなどが話し合われた。
４－３．AFACT技術手法委員会について
・2012年11月19日の週にイラン テヘランにおいて開催される第30回AFACT会議に向け作成した資料（国際連携2012-4-0４）に関し、事務局が概要説明を行った。

・同資料スライド５～ ６の内容を、AFACT技術手法委員会に事務局が提案する予定であり､スライド５「AFACTメンバー国における、国連CEFACT準拠の業界横断EDIライブラリの整備促進および各国ライブラリ登録の仕組み策定」に関し、各位に今後の検討等を要請した。　
・AFACT会議４日目に開催されるEDICOM 2012において事務局が行う講演“For Semantic Interoperability”の内容についても、概略紹介が行われた。
４－４．SIPS国際連携ビジョン
・国際情報連携ビジョンを次年度に向けて作るための検討の第１回として、資料（国際連携2012-4-05）を事務局が提示し、説明の後、課題の分類と対応策の検討を要請した。
・同資料スライド３「今までに分かったこと」について、その列挙事項に関して出された提案・意見を組み入れた結果は次の通りである。　：
　・国境を超えた企業間情報交換は企業グループ内（本社対現地子会社）で、社内ネットワークにより行われることが主流。
・訪問の機会を得た先進企業では、国内・海外を問わず、EDI（情報交換の電子化）は当たり前のビジネスインフラであった。自社で構築した情報交換（ネットワーク）基盤が既にある。既存の基盤には柔軟性や拡張性に技術的な難しさがあるため、新たな情報交換ニーズへは、展開のスピードやコストを重視して既存のサービスプロバイダー（GXS等）を活用しているケースが多い。 ( 大企業の場合。
・国境を超えた物流においては、当該国における輸出入手続の電子化対応が必要。アジアの途上国におけるシングルウィンドウの整備、およびシングルウィンドウ間接続への期待は大きいと思える。
( 一部の大手商社などでは、荷主としてNACCSに直結し、フォワーダへの依存度を下げているケースあり。
( PAA活用に期待がある。
　　　( NACCSと海外のSWと接続してほしい。
　　　( 取引相手国のAEOになりたい。　


（大手商社の場合）

・海外取引においては、売買・決済より、通関を含めたロジスティックスでの情報交換の電子化が望まれている。（先進の大手の事例では、売買・決済は既に実施済みで、ロジスティックス分野が今ホットになっているためか？）

調査予定（CEDI）： フォワーダ、船社

・グローバルサプライチェーンに関わるプレイヤーは非常に多い。全体の効率化や安全保障貿易を担保するためには、全てのプレイヤーを網羅した情報交換基盤を考えていかなければならない。
・海外より日本に進出しているある企業では、国際フォワーダを絞り込んでいる事例があった。
・アジア域内では、国連ESCAPがアジア太平洋各国のシングルウィンドウ整備に本腰を上げた。
・業界を跨いだ国内のシングルウィンドウ（業界横断EDI）の推進が必要。
・コスト削減のためか、国内では、調達のケースでAPP/APP EDIからWeb EDIに向かう事例が散見される。
( 発注企業の発想の転換が必要。
( 海外では、メールやWebをB2Bの手段として扱っている例が多い。Faxや電話などと比べると電子化レベルは確実に上がっている。流通BMSにおいては、使い方の指導や使われ方の調査も行っている。
・海外現地企業における現地でのEDI化は進んでいない。一部で大企業の現地子会社によるWeb型EDIが導入されている。
・日本から進出の海外現地企業は、日本国内と同様の日系企業との取引が多く、日本国内の取引の仕組みを海外に移転することは容易と思える。
(自動車業界の場合。（日本固有の習慣も引き継いでいる( 融通化？）
(電機業界は現地企業に依存し、現地の商習慣に従わざるを得ない。
・業界横断EDIを持ち込むにあたっては、現地化を考慮すべきである。
・国内中小企業（製造業）は、固有技術を生かした試作品等の個別受注生産を得意としており、量産型を対象とした従来のEDIは向いていない。
・量産型製造は、海外現地企業に重点を移しつつある。よって、海外における量産を対象としたEDIは、費用対効果を享受できるはず。
・海外現地取引では、日本における融通のきいた取引はできない。受発注・請求支払は全て書面で確認して行われ、取引のエビデンスとして保存されている。よって効果説明を含め、電子化が容易と思われる。
・署名付きの紙ベースの現地商習慣の変更が必要。
・同資料スライド４「情報連携国際標準基盤整備の図」の各事項に関し出された提案・意見を組み入れた結果は次の通りであり、図に同整備の「調査の継続」を明示する。 ：
▢ 業界横断EDI基盤整備　： 　

　　　∘ 国内展開戦略(？)  →　商工会議所経由。　

　　　∘ 業界横断EDI 仕様V２の方向が見えて来た。　

　　　∘ 中部で実証開始。

　▢ 業界横断EDIアジア展開業界横断EDI　：　

　　　∘ 現地EDI展開は容易かもしれない（自動車部品系）

　▢ グローバルメッセージング基盤戦略　： 　

　　　∘ グローバルメッセージングサービスオーガナイザーを提示。　

　　　∘ 海外現地プロバイダーとの連携（相手？）。　

　　　∘ ニーズはロジスティックスにあり。　

　▢ SCファイナンスサービス提供およびGSCファイナンス アジア展開　：　
　　　∘ 未だ未知数　国内ニーズ掘り起こしが先。
５．次回会議の日程　
・当タスクフォースの次回会議を下記とすることとした。　
国際連携ＴＦ 第５回会議：　 12月19日（水）　14：00～17：00
　
配布資料 一覧：　
国際連携2012-4-01　SIPS第4回国際連携TF議事次第

国際連携2012-4-02　第3回国際連携TF議事録
国際連携2012-4-03　国連ESCAP APTFF/UNNExT会議報告

国際連携2012-4-04　AFACT技術手法委員会予定

国際連携2012-4-05　SIPS国際連携ビジョン（試案）
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